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薇
蘇
春
会
だ
よ
り

平
成
２９
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

＝
諸
議
案
を
承
認
＝

５
月
２８
日

（日
）

Ｈ
時
よ
り
鳥
飼
八

幡
宮
参
集
殿
で
平

成

２９
年
度
総
会
が

開
か
れ
た
。

国

歌

斉

唱

の

後
、
山
崎
会
長
よ

り
、
「
昨

年

の
総

会

で
創
設
し
た
賛

助
会
員
に
ご
理
解

を

い
た
だ

い
た
多

数

の
企
業

・
団
体

に
会
員
に
な

っ
て
い
た
だ
い
た
。
当
会

の
財
政
基
盤

を
強
化
し
て
会
の
目
的
で
あ
る
歴
代
藩
主

の
遺
徳
を

顕
彰
し
、
郷
土
の
歴
史
に
誇
り
を
持

つ
市
民
意
識
を

涵
養
し
て
ゆ
き
た
い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

続

い
て
２８
年
度

の
事
業
お
よ
び
決
算
報
告
と
、
２９

年
度

の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

新
理
事
案
も
承
認
さ
れ
て
今
後
２
年
間
、
会

の
運

営
に
携
わ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

２８
年
度
ま
で
理
事
を
務
め
ら
れ
た
山
崎
芙
美
子
氏

と
近
藤
み
さ
子
氏
が
退
任
、
新
し
く
高
倉
照
矢
氏
お

よ
び
西
田
経
敏
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
空
席
と
な

っ
て
い
た
顧
間
に
鈴
木
襄
二
氏
が
就
か
れ
、
指
導
を

仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
氏
は
昭
和
６２
年
に
理
事

と
な
ら
れ
、
そ
の
後
２３
年
間
理
事
を
務
め
ら
れ
、
そ

の
内
５
年
間
は
事
務
局
長
と
し
て
本
会

の
運
営
や
Ｈ

年
間
に
わ
た

っ
て
史
跡
巡
り
の
計
画
立
案
に
携
わ

っ

て
来
ら
れ
ま
し
た
。

１
．
主
な
決
定
事
項

①
　
新
役
員

名
誉
顧
問

会

　

長

顧

　

問

副

会

長

事
務
局
長

事
務
局
総
務
研
修
広
報
会
計

理
　
　
事

事
務
局
員

②
　
年
間
行
事

今
年
度

の
年
間
行
事

は
、
如
水
公
、
長
政
公
、

忠
之
公

の
法
要
の
他
に
、
黒
田
家
ゆ
か
り
の
神
社

参
詣
を
昨
年
よ
り
新
ら
た
に
追
加
し
た
住
吉
神
社
、

警
固
神
社
、
笛
崎
八
幡
宮
、
太
宰
府
天
満
宮
、
宗

像
大
社
と
従
来

の
光
雲
神
社
、
鳥
飼
八
幡
宮
、
紅

葉
八
幡
宮
の
８
社
を
参
詣
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
９
月
２３
日
に
は
、
黒
田
職
隆
公

の
墓
標
改

装

の
あ

っ
た
大
長
寺
に
長
高
様
が
参
列
さ
れ
て
法

要
が
行
わ
れ
、
当
日
は
藤
香
会
か
ら
も
参
列
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

歴
史
勉
強
会
は
９
月
８
日
に
福
岡
市
博
物
館
で
、

歴
史
研
究
家
で
あ
り
当
会
会
員
で
も
あ
る
石
瀧
豊

美
氏
に

「
黒
田
家
と
奨
学
事
業
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま
た
史
跡
巡
り
は
Ｈ
月

７
日
に
宗
像
大
社
を
は
じ
め
古
墳
な
ど
を
巡

っ
て

研
鑽
を
積
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
会
時
の
講
話
は
会
員
で
あ
る
讃
井
勝
彦
氏

（株

式
会
社
サ
ヌ
イ
織
物
社
長
）
に
よ
る

「
黒
田
藩
と

博
多
織
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ

っ
た
。

２
．
卓

話

鎌
倉
時
代

（
１
２
３
５

年
）
に
承
天
寺

の
聖

一

国
師
と
と
も
に
宋
に
渡

り
、
持
ち
帰

っ
た
唐
織

か
ら
始
ま

っ
た
と
言
わ

れ
て

い
る
。

１
５
４
０

年

に
弥
三
右
衛
間

の
末

流

の
満
田
彦

三
郎

に
師

事
し
た
竹
若
藤
兵
衛
が
タ
テ
糸
と
ヨ
コ
糸

の
組
み
合

わ
せ
方

（織
物
組
織

・
織
り
方
）
を
工
夫

・
発
明
し

て
博
多
織
と
名
付
け
た
。

江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
福
岡
藩

の
初
代
藩
主

長
政
公
は
参
勤
交
代
の
際
の
幕
府

へ
の
献
上
品
と
し

て
博
多
織
を
指
定
し
、
以
後

「
献
上
博
多
織
」
と
よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
歴
代
藩
主
か
ら
手
厚

い
保
護

を
受
け
て
、
博
多
織
は
福
岡
藩
の
特
産
品
と
な

っ
た
。

第
十

一
代
藩
主
長
博
公
は
将
軍
や
幕
閣

の
み
な
ら
ず

朝
廷
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
公

の
正
室
、
後
に
太
政

大
臣
と
な
る
三
条
賓
美
な
ど
に
も
献
上
し
て
い
る
。

明
治
以
降
、
博
多
織
は
従
来

の
手
織
か
ら
機
械
織

へ
と
大
変
革
を
遂
げ
、
そ
れ
に
小
物
類

（財
布
、
ネ

ク
タ
イ
な
ど
）
を
加
え
る
な
ど
し
て
現
在
に
至

っ
て

い
る
。

福
岡
市
西
区
小
戸
に
は

「博
多
織
工
芸
館
」
が
あ
り
、

山崎 拓 会長
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黒
田
長
高

山
崎
　
拓

鈴
木
襄
二

毛
屋
嘉
明

田
島
満
行

原
　
俊
樹
　
篠
原
カ
ズ
ヱ

大
島
泰
治
　
田
中
崇
和

天
本
孝
久
　
平
田
善
積

浜
田
泰
祐
　
秦
紀
子

栗
山
順
子

。
近
藤
み
さ
子

馬
頭
徹
夫

・
森
　
純
子

山
崎
芙
美
子

・
三
野
原
信
二

徳
永
良
子

松
尾
　
等

資
料
の
展
示
や
工
房
見
学
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

手
織
体
験
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

サ
ヌ
イ
織
物
は
２
０
０
２
年
に
福
岡
国
際
会
議
場

の
大
緞
帳
を
製
作
し
て
い
る
。

（理
事
大
島
泰
治
記
）

忠
之
公
の
３
６
４
回
忌
法
要

命
日
の
２
月
１２
日
、
菩
提
寺
の
東
長
寺
で
長
高
様
を

お
迎
え
し
会
員
５０
名
が
参
加
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。

法
要
は
東
長
寺
ご
住
職
藤
田
紫
雲
師
の
読
経
の
中
、

参
詣
者
が
焼
香
を
行

い
ま
し
た
。

終
了
後
、
老
師
の
法
話
と
長
高
様
の
挨
拶
が
あ
り
、

長
高
様
は

「忠
之
公
は
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
藩
主
で

負
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
多
く
の
寺
社
を
創
建
ま
た

は
再
建
し
て
領
民
の
安
寧
を
祈
り
願

っ
た
大
名
で
あ

っ

た
」
旨
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

演

題
「黒
田
藩
と
博
多
織
」

（株
）
サ
ヌ
イ
織
物

社

長
　
讃
井

勝
彦

氏

人嗣膨輔凱榊杉脚商

焼香する会員の皆さん(東長寺)
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会員ク///クの

奉賛会会長

春田 整秀

「高
祖
神
社
修
復
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
と
お
礼
」

高
祖
神
社
の
修
復
事
業
は
氏
子
お
よ
び
奉
賛
者
な
ら

び
に
関
係
者
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
見
事

に
完
工
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
特
に
か
か
わ
り
の
深

い

黒
田
様
お
よ
び
藤
香
会

の
皆
さ
ま
に
御
礼
と
事
業
の
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
祖
神
社
は
恰
土
郡

の
総
鎮
守
と
し
て
１
２
０
０
年

を
超
え
る
歴
史
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
永
正
４
年

（
１
５
０
７
）
、
当
時

の
高
祖
城
主
原
田
興
種
公
に
よ

っ

て
現
在
地
へ
遷
宮
さ
れ
ま
し
た
。
寛
文
２
年
（１
６
６
２
）

に
は
福
岡
藩
３
代
藩
主
黒
田
光
之
公
の
用
材
寄
進
で
再

麟
臀
博

建
さ
れ
、
更
に
元
禄
６
年

（１
６
９
３
）
に
４
代
藩
主

綱
政
公
に
よ

つ
て
石
鳥
居
と
石
段
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

爾
来
、
原
田
氏
お
よ
び
福
岡
藩
の
庇
護
を
受
け
、
そ

の
後
は
氏
子
の
弛
ま
ぬ
奉
仕
に
よ

つ
て
今
日
に
至

っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
に
至

っ
て
老
朽
化
が

顕
著
に
な
り
、
本
格
的
な
修
復
を
行
な
う
必
要
に
追
ら

れ
、
氏
子
お
よ
び
関
係
者
に
よ

つ
て
平
成
２０
年
に
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
後
実
行
委
員
会
、
奉
賛
会
を

組
織
化
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま

し
た
。
奉
賛
金
を
お
願

い
す
る
に
当

っ
て
は
氏
子
は
元

よ
り
広
く
ご
協
力
を
賜
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ご
縁
の

深

い
黒
田
家
の
お
力
を
借
り
た
く
１６
代
の
黒
日
長
高
様

に
本
奉
賛
会

の
名
誉
会
長
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
ｃ
お
陰
さ
ま
で
昨
今
の
厳
し

い
経
済
情
勢
に
も
拘
ら

ず
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
黒
田
様

の
ご
名
声
と
関
係
者

一
同
の
懸

命

の
努
力

の
賜
物
で
あ
る
と
。
改
め
て
深
く
お
礼
申
し

あ
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

黒
田
様

の
名
誉
会
長
就
任
に
際
し
て

は
、
藤
香
会
な
ら
び
に
黒

田
奨
学
会

の

方
々
の
格
別
の
ご
尽
力
に
対
し
重
ね
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

「
平
成

の
大
修
復
」
事
業
は
約
３

年
半

の
工
事
期
間
を
含
み
、
計
画
立
案
か

ら
概
ね
九
年

の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。
今

後
は
皆
さ
ま
の
ご
恩
に
報

い
る
た
め
に
も

更
に
奉
仕
の
精
神
を
強
め
つ
つ
、
将
来
に

お
け
る
国
の
文
化
財
指
定
を
目
指
し
て

一

層

の
努
力
精
進
を
重
ね
て
ゆ
く
所
存
で
ご

ざ

い
ま
す
。

終
わ
り
に
福
岡
県
お
よ
び
糸
島
市
の
ご

援
助
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

産
土
の
神
殿
新
ら
た
に
藤
香
る

修復工事がなつた高祖神社の全景

如
水
公
の
４
１
４
回
忌
法
要

如
水
公
の
命
日
で
あ
る
３
月
２０
日
Ｈ
時
か
ら
墓
所
の

あ
る
崇
福
寺
で
第
４
１
４
回
忌
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

長
高
様
を
は
じ
め
会
員
７３
名
の
参
列
が
あ
り
、
本
堂

で
の
読
経

・
焼
香
に
続
き
、
墓
前
で
の
読
経

・
焼
香
を

行

っ
て
、
正
午
過
ぎ
に
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
賛
助
会
員
の
代
表
者
の
参
加
も
あ
り
、
今

ま
で
に
な
い
参
列
人
数
と
な
り
ま
し
た
。そ

の
後
、
タ
カ

ク
ラ
ホ
テ
ル
に
場

所
を
移
し
て
長
高

様
歓
迎

の
懇
親
会

が
６４
名

の
参
加

で

和
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

い
つ
も

な
が
ら
長
高
様
と

会
員

の
懇
談
、
会

員
同
士

の
交
流
と

話
が
弾
ん
で
い
ま

し
た
。

福
岡
藩
の
家
老
を
務
め
た
立
花
平

左
衛
門
弾
正
は
嘉
永
元
年
に
右
筆
所

詰
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
こ
か
ら
始
ま

る
日
記
が
県
立
図
書
館
に
残

っ
て
い

２一
。立
花
家
は
黒
田
氏
の
筑
前
入
国
以

ユ削
か

ら

の

豪
族
で
、
薦
野
村

（現
古
賀

市
薦
野
）
に
拠
点
を
置

い
た

丹
治
式
部
少
輔
峯
延
が
薦
野

氏
を
名
乗
り
、
や
が
て
そ
の

子
孫
が
立
花
城
主
戸
次
道
雪

に
仕
え
、
道
雪
の
家
督
を
継

い
だ
立
花
宗
茂
に
仕
え
る
こ

と
に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
二
認
　
額
奉
納
　
画
国
尚
頼
』

「
立
花
平
左
衛
門
弾
正
日
記
」
に
は
嘉
永
２
年
５
月
　
　
　
薦
野
氏
、
戸
次
氏
、
立
花
氏
は
親
族
関
係
に
あ

っ

２３
日
よ
り
２４
日
ま
で

一
宿
掛
け
で
、
溶
源

（し
ゅ
ん
げ
　
　
て
、
溶
源
明
神
を
立
花
平
左
衛
門
弾
正
の
遠
い
祖
先

ん
）
明
神

（丹
治
峯
延
）
の
９
２
５
回
忌
を
営
む
こ
と
　
　
と
し
た
こ
と
で
、
縁
の
あ
る
清
瀧
寺
や
養
徳
山
社

ヘ

の
記
述
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
詣
し
て
自
筆
で
書
い
た
六
歌
仙
の
額
や
国
尚
に
頼

『営
年

ハ
溶
源
明
神
九
百
廿
五
回
二
付
　
薦
野
村
　
　
　
　
ん
だ
絵
な
ど
を
奉
納
し
て
い
る
。

‥

砕
麟
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事
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ゑ

犠

舜

銀

輝

舞
籍
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ネ
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賀
タ
イ
Ｆ
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蠍
ξ
」ヽ
ι
‰
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押
´
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二
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